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NDI LevelⅡ実技対応手順 
STB-N1、 
STB-A1 
RB41-№2（25mm） 
RB42 

 5C20N、5C10×10A70 
 

使い慣れた 
USM35X DAC で 

NDI 実技試験に参戦！ 
 
 

本冊子の目次概要 
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まず、USM35X DAC 固有の仕様を再確認 
1. ビーム路程がｊフランク、フランクに設定された状態では、DAC（LMH）線作成は不能です。ピ

ーク以外の設定になっている時は、DAC 線描画前に一時的にビーム路程をピークに設定し、描画完

成後にｊフランク、フランクに戻す必要があります。ご面倒でも DAC 線描画時のみピークに変更し

て回避願います。（DAC 線描画後に戻すことを忘れないようにご注意願います。） 
2. LMH線用のDACエコの入力値が残っている場合には音速、受信周波数、表示波形など多くの機能の設

定を変更出来ません。第 4 項の手順で解除してください。 
3. 測定範囲*125mm などの数値設定には粗調整と微調整のモードがあります。右側の機能選択キー

をもう一度押すとモードが切り替わります。 
4. DAC >、区分幅 >など複数の機能を一つのボタンに割り当てている場合があります。> マークのあ

る機能では右側の機能選択キー をもう一度押すと機能が切り替わります。 

co
py



USM35X DAC NDI 用設定手順（2024 年 12 月改定） 
Page 2 / 29 

 
 

信明ゼネラル 検索
〒105-0004 東京都港区新橋 6-12-6
Tel: 03-3578-1351 Fax: 03-3578-1354

1. 探傷器設定とメモリーの両方をクリアする （試験会場でのみ実施！） 

 
コールドスタート（試験会場でのみ実施！） 

〇 フリーズキーを押しながら 電源投入 
USM35X DAC はフリーズキーを押しながら電源導入することで、設定条

件は工場出荷時の状態に完全に初期化され、内部に記憶されているデ

ータセット 800 個すべても同時に消去されます。 
 
ホットスタート（練習等はこちらを実施！） 
〇COPY キーを押しながらの電源投入ではデータセット（メモリー）

は残したまま設定条件のみ初期化します。練習時など通常はこちらを

ご使用ください。 
 

1-1. 初期化直後の USM35X の表示 （測定範囲：250mm、Gain：30.0dB Gain step：0.5dB） 
 

 

上記のメモリークリア（初期化）を行なうと画面の表示
も初期画面に戻ります。まずいくつかの設定を変更しな
いと使い物にはなりません。 
 
英語表示であり、ビーム路程測定はピーク、評価モー
ドは REF に設定されています。 
 
ｊフランクまたはフランクに変更します。 
JISDAC に変更しないと DAC 線（距離振幅補正曲線）
が作成できません。 

 
1-2. 英語表示から日本語表示に変更する（英語表示のままご使用される場合は必要ありません） 

操作レベル切替えキー を 2 回押し操作レベル 3 を表示させ、CFG1 を選択。機能選択キー で

DIALOG >を選択。右ロータリーノブを下方向にまわして English を日本語に変更。 

 

 
操作レベル 3 を選択 右ロータリーノブで日本語に変更する 

  

c o p y c o p y 

② 機能グループ選択キー で CFG1 を選択  

③ 機能選択キー  で DIALOG を選択 

④ 機能ロータリーノブ 
↑時計方向に 18 クリックして日本語を選択 

① 操作レベル切替キー を 2 回押して操作レベル 3 にする。 
（1-2-3 とトグル式に最下段の機能グループ表示も連動） 
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2. 日本語モードでの垂直探傷の準備（事前設定、、レベル 1・2 共通） 
 
USM35X DACでNDIレベル2垂直探傷を行うには最初に下表のように設定値を入力する必要
があります。 
●マーク箇所は初期値から変更が必要な項目。その他の箇所は初期値のままでとりあえずは影響が
ない項目 
 

 

操作レベル 1 

基本 

● 測定範囲 *125mm 

 音速 *5920m/s 
 D ディレイ * 0.00mm 

 P ディレイ 0.000us 

送信部 

 ダンピング 低 

● 送信出力 高 

 二探 オフ 

 繰返周波数 10 

受信部 

 微調整  > 0 

 リジェクト 0% 

 受信周波数 5 または2-20 

 表示波形 全波 

A ゲート 

 ゲート評価 正 

● a 起点 20.00mm 

 a 幅 40.00mm 

● a しきい値 10% 

B ゲート 

● ゲート評価 オフ 

 b 起点 35.00mm 

 b 幅 40.00mm 

 b しきい値 30% 

 

操作レベル 2 

校正 

● 基準路程 1 25.0mm 

● 基準路程 2 50.0mm 

 a 起点 20.00mm 

 校正 0 

JDAC 

 DAC オフ 

 DAC エコ 0 

 a 起点 20.00mm 

 感度調整 > 0.0dB 

斜角 

 屈折角 0.0 

 入射点 > 0.0mm 

 板厚 25.0 

 外径 平面 

保存 

 保存番号 1 

 呼出 オフ 

 保存 オフ 

 削除 オフ 

データ 

 探傷情報 オフ 

 情報表示 オフ 

 保存情報 オフ 

 設定一覧 オフ 

 

操作レベル 3 

設定 1 

● ビーム路程 ｊフランク 
● 測定値表示 Wa 
 拡大ゲート オフ 
 A スコープ 標準 

表示値 
 表示位置 1 R-start 
 表示位置 2 Wa 
 表示位置 3 Ha % 
 表示位置 4 R-end 

LCD 
 強調表示 > オフ 
 表示色 3 
 ライト エコ 
 スケール 測定値 

設定 2 
● 言語 > 日本語 
 出力速度 9600 
 プリンター Epson 
 出力 レポート 

設定 3 
 日付  > 19 04 04 
 出力モード 0 volts 
 ブザー オフ 
● 評価モード JISDAC 

★送信部・ダンピングは「高」の方が不感帯は短いが斜角も考えると NDI 実技試験時は「低」のままでも良い。 
★設定 3 の評価モード JISDAC は斜角探傷時に設定しても良いが忘れ易いので可能なら最初に設定しておく。 

以下は設定方法の具体的な詳細です。 

 

2-1 機能レベル 1-基本画面での設定 （測定範囲、音速） 
測定範囲を 125mm に設定します。この時、測定範囲表示の右横の キーをもう一度押して＊（アスタリ

スク）マークが表示される微調モードにしないと 125ｍｍには設定できません。 

音速は 5920m/s の初期値のままで良い。 
 
設定を変更前の画面 測定範囲を 125mm に変更 
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2-2 機能レベル 1-送信部画面での設定 （送信出力） 
特別な高分解能を必要としない場合にはダンピング低、送信出力は高に設定。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 

2-3 機能レベル 1-ａゲート画面での設定 （ａ起点、ａ幅、ａしきい値） 
デジタル探傷器ではビーム路程その他の数値表示のためにゲートの設定が必須です。計算すべきエコーの

予想される範囲にゲートを設定します。ここではＳＴＢ-Ａ1 の 25mm と NDI-Level1 垂直実技試験体の厚さ

25mm（前後）を想定したゲート設定の一例です 

 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
2-4 機能レベル 1-ｂゲート画面での設定 （ゲート評価） 
ｂゲートを使用するのは、B1-B2 法で肉厚測定をしたり、バックエコー監視で鋳物や鍛造品を探傷したりする

場合です。NDI 実技試験などではｂゲートを使用しませんので、ｂゲート機能をオフにします。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

設定を変更前の画面 
 

 

ダンピングは低のままで可 
送信出力を高に変更 

 

設定を変更前の画面 
 

 

ａ起点：20.00mm、ａしきい値：10%に

設定を変更 

 

設定を変更前の画面 
 

 

ゲート評価をオフに設定。オフ時にはｂ

起点、ｂ幅、ｂしきい値は無意味です 
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2-5 機能レベル 3-設定 1 画面での設定 （ビーム路程、測定値表示） 
ビーム路程の検出方法を従来のアナログ機と互換性のある方式（Ｊフランク）に変更し、ビーム路程(Wa)が

LCD 画面右上部に大きく表示されるように設定します 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
2-6 機能レベル 3-設定 3 画面での設定 （評価モード） 
この評価モードＪＩＳＤＡＣはＮＤＩ実技の垂直探傷では飛ばしても問題ありません。 

ＪＩＳタイプのＤＡＣ線を引く垂直探傷や斜角探傷時にのみ意味を持ちます。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

2-7 二点間校正機能によるゼロ点（Pディレイ）、音速の設定 

 

 

 

STB-N1 で 25mm 多重エコーを画面に表示させる。 

測定範囲 125mm、音速 5900m/s、P ディレイ 0.000μs

に設定されていれば問題なく多重エコーが表示され

る。 

B1 と B2 で USM35X の（二点間）校正機能を実行し、セ

ロ点と音速を一度に設定する。 

 

★平成 22 年春の実技試験が新制度での最初の試験となるため確認が出来ていないが、上記 2 点間校正機能を使用

できるはず。もし、この機能の使用が禁止される場合には、a ゲートと b ゲートを使用して B1、B2 間のビーム路

程が 100.0mm になるように音速を手動で調整し、しかる後にB1 が 100.0mm になるようにP ディレイを同様に

手動で調整する。 
最初に操作レベル切替えキー で操作レベル 2 を表示させ、 キーで校正を選択します。 

設定を変更前の画面 
 

 

ビーム路程をｊフランクに設定。測定値

表示はＷａに設定 

 

設定を変更前の画面 
 

 

可能なら斜角探傷の準備のために評価モ

ードを JISDAC に設定 
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STB-N1 の 25mm 多重エコーを表示し、B1 エコー高

さが 80％程度になるように左ロータリーノブで

GAIN 調整 
ビーム路程は 25.00ｍｍより大きく表示されます。こ

れはゼロ点（P ディレイ）調整がなされていないため

です。 
 
エコーのピークが正しく取れており、ゲートがかか

っていることを確認して キーを押します。 
USM35X-DAC は基準路程 1 のエコーを認識します 

 

 
LCD 最下行に「エコー記録」と数秒間表示されます

がこの間、探触子をしっかり保持して動かさないよ

うにします。 
 
 

 

 
① B2(50mm)エコー高さを約 80％にゲイン調整 
② ゲート a 起点を 35mm程度に移動してB2エコー

をゲートにとらえる 
③ キーを押します 
④ USM35X-DAC は STB-N1 の B2(50mm)を認識 
校正終了と短く表示し通常の画面に戻る 

 

操作レベル切替えキー で操作レベル 1 を表示さ

せ、音速と P ディレイが調整されたことを確認。 

 

音速が 5850～5940ｍ/ｓの間に入らなければ何らかの問

題が考えられるので再度校正を行う。 

一般的な 5MHｚの垂直探触子では P ディレイ調整は

0.1～0.4μs 程度となる 

 

音速、P ディレイの値は試験の記録項目です 
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3. 日本語モードでの斜角探傷の準備（事前設定、レベル 1・2 共通） 
USM35X DAC で NDI レベル 2 探傷用に JISDAC、DAC 線を作成するには最初に下表のよう
に設定値を入力する必要があります。 
 
●マーク表示箇所は初期値から変更が必要な項目です 
太字表示箇所はその設定でないと JISDAC 線作成／斜角探傷が出来なくなる可能性のある項目 
その他の箇所は初期値のままでとりあえずは影響がない項目 

 
 

操作レベル 1 

基本 

● 測定範囲 250mm 
● 音速 3250m/

  D ディレイ * 0.00mm 
 P ディレイ 0.000us 

送信部 

 ダンピング 低 

● 送信出力 高 

 二探 オフ 

 繰返周波数 10 

受信部 

 微調整  > 0 

 リジェクト 0% 

 受信周波数 5 又は 2-20 

 表示波形 全波 

A ゲート 

 ゲート評価 正 
● a 起点 80.00mm 
● a 幅 50.00mm 
● a しきい値 10% 

B ゲート 
● ゲート評価 オフ 
 b 起点 35.00mm 
 b 幅 40.00mm 
 b しきい値 30% 

 

操作レベル 2 

校正 

● 基準路程 1 100.0mm 
● 基準路程 2 200.0mm 
 a 起点 80.00mm 
 校正 0 

JDAC 
● DAC オフ 
 DAC エコ 0 
 a 起点 80.00mm 
 感度調整 > 0.0dB 

斜角 
 屈折角 0.0 
 入射点 > 0.0mm 
 板厚 25.0 
 外径 平面 

保存 
 保存番号 1 
 呼出 オフ 
 保存 オフ 
 削除 オフ 

データ 
 探傷情報 オフ 
 情報表示 オフ 
 保存情報 オフ 
 設定一覧 オフ 

 

操作レベル 3 

設定 1 

● ビーム路程 ｊフランク 
● 測定値表示 Wa 
 拡大ゲート オフ 
 A スコープ 標準 

表示値 
● 表示位置 1 Wa 
● 表示位置 2 Da 
● 表示位置 3 Ya 
● 表示位置 4 Ha dB 

LCD 
 強調表示 > オフ 
 表示色 3 
 ライト エコ 
 スケール 測定値 

設定 2 
 言語 > 日本語 
 出力速度 9600 
 プリンター Epson 
 出力 レポート 

設定 3 
 日付  > 19 04 04 
 出力モード 0 volts 
 ブザー オフ 
● 評価モード JISDAC 

 
斜角設定時の注意 

① 初期化直後には JISDAC 設定メニューが表示されません。 
② 操作レベル 3の設定 3の評価モードを JISDACに変更しないと操作レベル 2のREFメニ

ューが JDAC メニューに変更されません。その場合 JISDAC 設定が出来ません。 
③ JISDAC 線を作成時にはビーム路程（TOF）はピーク（peak）でないと作成が出来ませ

ん。これは USM35X DAC の仕様です。JISDAC 機能を使用してビーム路程をフランク
もしく J フランクで測定したい場合には、入射点（P-DELAY）調整、STB 屈折角の測定
前にはビーム路程機能をｊフランク、あるいはフランクにしておき調整します。その後、
JISDAC 線作成時には一時的にビーム路程をピークに変更し、JISDAC 線完成後に更にも
う一度ビーム路程機能をｊフランク、あるいはフランクに戻す必要があります。 

④ 斜角（TRIG）項目等で入射点＞（X-VALU>）のように項目名に ＞ が使用されている場
合には二つの機能が設定されている項目です。項目名右側の キーを押すと隠れている
機能が表示されます。 

⑤ 設定 1（MSEL）項目等では日本語表示時と英語表示時では Wa/Sa, Da/Ra, Ya/Pa のよう
に略号が異なる場合があります。 

⑥ 表示値—表示位置 4 に設定する Ha dB は、エコー高さが L 線から何 dB 高いかを表示し
ます。M 線+〇.〇dB 等の記入の場合に最適な表示です（数値は L 線からの高さ） 

⑦ 本書はこうすれば間違いなく設定できるという一例にすぎません。USM35X DAC を設定
する方法・手順はひとつではありません。操作に慣れたら自分の手順でどうぞ。 
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3-1. 二点間校正機能による探触子入射点（P ディレイ）、音速の設定 
 

STB-A1 の 100R エコーを a ゲート上に検出できるよう
にゲートの位置を確認する。 

 
 
 
 
 
 

操作レベル切替えキー で操作レベル 2 を表示させ、 キーで校正を選択。 

 

 

 
斜角探傷の準備 
 
測定範囲：250mm 
音速：3230m/s 近辺の値に設定する 
*3250m/s は USM35 の粗調整時の値 
3000～3500 程度の値であれば問題ない 

 

 
STB-A1 100R のピークエコーを取り 80％程度の

高さに左ロータリーノブで GAIN 調整 
ビーム路程は 100.0ｍｍより大きく表示されます。

これはゼロ点調整がなされていないためです。 
 
エコーのピークが正しく取れており、ゲートがか

かっていることを確認して キーを押します。 
 
基準路程 1 のエコーを認識させます 

 

 
LCD 最下行に「エコー記録」と数秒間表示 
この間、探触子をしっかり保持して動かさない 
 

ａゲート(aGAT) 

 ゲート評価 aLOGIC 正 (pos) 
● a 起点 aSTART 80.00mm 
● a 幅 aWIDTH 50.0mm 
● a しきい値 aTHRSH 10% ＳＴＢ－Ａ１

5 10 15

Ｒ100
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STB-A1 100R の B1 が正しく認識されると左図の

表示になります。 
校正欄の表示は 0 から 1 に変化 

 

① B2 エコー高さを 80％程度になるように

GAIN を上げる 
② ゲート a 起点を右に 180mm 程度に移動して

B2 エコーをゲートにとらえる 
③ キーを押す。USM35X-DAC は STB-A1 

100R の B2 を認識 
④ 校正終了と短く表示し通常の画面に戻る 
⑤ 「校正終了」の表示が消えるとビーム路程

Wa も 200±01mm 程度を表示する 

 

操作レベル切替えキー で操作レベル 1 を表示さ

せ、音速と P ディレイが調整されたことを確認。 

 

音速が 3200～3260ｍ/ｓの間に入らなければ何らかの問

題が考えられる。再度校正を行う。 

 

同様に一般的な垂直探触子では P ディレイは 6.4～8.4

μs 程度となる 

 
測定範囲設定までは STB-A1 の 100R 面からの多重エコーを使用するので、測定範囲は 250mm 
屈折角測定や DAC 線作成時には測定範囲を 200mm にした方が画面は見やすい 
しかし、250mm のまま屈折角測定、DAC 線作成をして、探傷開始時に課題の測定範囲にしても良い。 
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3-2. STB 屈折角の測定とANGLE(屈折角)、X-VALU(入射点)の設定 
STB-A1 の φ50 円柱面ピークエコーから STB 屈折角の測定をおこなう。 

 

 
左図の様に STB-A1 のφ50 円柱面のピ

ークエコーを取る 

 

（＊測定範囲は 200mm にしています） 
 
ピークが取りにくい場合 

操作レベル切替えキー で操作レベル 3

を表示させ、設定 1のAスコープをMA表示

に変更するとピークを取得しやすい。 

 

＊当然だが MA 機能なしで取得できる方

が望ましい 

 

操作レベル切替えキー で操作レベル 2

を表示させ、屈折角、入射点をそれぞれ右ロ

ータリーノブで入力する。 

初期値の状態では 10 度単位にしか設定

出来ないので 70.0 度にしか設定出来な

い。屈折角機能右側の キーをもう一度

押して、＊を表示させてから 0.1 度単位

で設定する 

 

 

 
MA 機能を使用した場合は、最後にA ス

コープ機能を標準に戻す。 

ＳＴＢ－Ａ１

5 10 15

70ﾟ
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3-3 RB-41№2 で作成する斜角用距離振幅特性曲線（T 継手探傷用 DAC 線） 
  
  
 
 
 
 

RB41-№2-t25 の 1/10S エコーがゲートにかかるように AGAT(a ゲート)の各機能を上記表のように事前
に調整します。操作レベル 2 の JDAC 機能グループを選択します 

 
 
Level2 では以下の 6 ポイントのエコー高さを順次入力して DAC（距離振幅特性曲線）を作成します。 

L, M, H, H+6dB, H+12dB,H+18dB 線が表示されます. 
 

 

①～⑥の探触子位置（Y）、ビーム路程（Wa）、またそれぞれのエコー高さについては暗記の必要があり
ます。レベル 2 斜角の合格点を取ることは比較的容易といわれますが、手順は多いため DAC 線作成で
躓くとそこでパニックに陥る可能性があります。RB-41 のどこ（Ya）に探触子を置いたら探傷器画面の
どのビーム路程(Wa)にどの程度の大きさのエコーが出てくるか体で覚える必要があります。要注意！ 

RB-41 No.2　板厚 25mm RB-41 No.2

⑤ ③④ ②⑥①

③

13.1
　 mm 35mm

108mm181mm130mm
57mm

54.9mm

123mm
34.3mm

　103mm171.7mm13.7mm

ａゲート(aGAT) 

 ゲート評価 正 
● a 起点 10.00mm 
● a 幅 50.00mm 
● a しきい値 10% 

設定 1 

● ビーム路程 ピーク 

 測定値表示 Wa 
 拡大ゲート オフ 

 A スコープ 標準 

 

 
ビーム路程をピークに設定 
 

DAC 作成中にはビーム路程機能はピークを選択す
る必要があり、DAC 作成後に J フランク等に戻す必
要があります 
 
これは USM35DAC の仕様です 

 

 

 
JISDAC の作成 
 

DAC 機能を選択して右ロータリーノブを上方向（時
計方向）に回し、 オフから DAC に変更します 

 
＊設定 3 の評価モードで JISDAC が選択されていな
いと、JDAC と表示されません。 
REF と表示される場合はおそらく未設定です 
DAC と表示される場合は設定 3 で海外仕様 DAC が
誤選択されている状態。選択 3 の評価モードを DAC
から JISDAC に変更する必要があります 

3 ポイント目以外は全て同じ側から探傷可能です 
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横穴から 13mm の位置にグリセリンを塗り、ピークを取り、

確定キー を押し 1 ポイント目として入力する 
 

 

 

 

ピークエコーが 80％±0.3dB になるように感度が自動で
調整され、DAC エコ項目は 0 から 1 に変化します。H
線平行部が描かれます 
（左図の場合、41.0dB から勝手に 40.0dB に感度調整） 
 

この場合 40.0dB は基準感度であるので記録する 

 

（MA 機能を使用中は MA 線も表示される) 

 

 

注意： 
 USM35X DAC では DAC 作成時に自動ゲイン調整機能が作動します。 キーを押されると

ａゲート内に 10％以上の高さのエコーがあると画面高さの 80％±0.3dB になるまでゲイン
が自動調整されます。そのためこの時点では H 線の高さをユーザーが決めることは出来ませ
ん。DAC 作成時のビーム路程検出がピークでなければならないことと同様に USM35X DAC
の固有仕様です。対比基準となるエコーが記録されると画面右下に R マークが表示されます。 

 
 画面右下部に表示されるＰマークは、ビーム路程測定モードがピークに設定されていること

を表します。フランクや J フランクの時は F と表示されます。 
 
 同様に＊マークはフリーズ中を、また！マークは通信中を表します。

1 ポイント目 (1/10S) 
Wa = 13.1mm 
 Y= 12.3mm 
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横穴から水平距離約 35mm の位置にグリセリン 

 

2 ポイント目のピークを取る 

 

 

 

 

確定キー を押し 2 ポイント目として入力する 

 
ピークエコーを 80％±0.3dB になるように感度が調整さ
れ、DAC エコ項目は 1 から 2 に変化します。1 ポイン
ト目と直線で結ばれます 
 

 

 

  

2 ポイント目 (1/4S) 
Wa = 35mm 
 Y= 34.3mm 
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横穴から水平距離約 57mm の位置にグリセリン 

3 ポイント目のピークを取る 

 

エコーがゲート内であることを確認 

必要なら a 起点を調整する 

 

 

キーを押し 3 ポイント目として入力する 

 

 

 

 

ピークエコーを 80％になるように感度が調整され、
DAC エコ項目は 2 から 3 に変化します。2 ポイント
目と直線で結ばれます 
 

感度は、50.5dB に自動的に調整されています 

 

 

 

  

3 ポイント目 (2/5S)  
Wa = 57mm 
 Y=54.9mm 
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横穴から水平距離約 108mm の位置にグリセリン 

 

a 起点を 90mm に変更する 

エコーがゲート内でなおかつゲートを超えていることを

確認する。必要なら感度を調整する 

 

キーを押し 4 ポイント目として入力する 

 

 

 

ピークエコーを 80％になるように感度が調整され、DAC
エコ項目は 3 から 4 に変化します。3 ポイント目と直
線で結ばれます 
 

 

 

 

 

 

 

 

  

4 ポイント目 (3/4S) 
Wa = 108mm 
 Y= 103mm 
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穴から水平距離約 130mm 位置にグリセリン 

 

、キーを押し 5 ポイント目として入力する 

 

 

 

ピークエコーを 80％になるように感度が調整され、DAC
エコ項目は 4 から 5 に変化します。4 ポイント目と直
線で結ばれます 
 

 

 

（MA 線のない状態での波形） 

 

 

 

5 ポイント目  (9/10S) 
Wa = 130mm 
 Y= 123mm 
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a 起点を 140mm 程度に変更する 

エコーがゲート内でなおかつゲートを超えていることを

確認する。必要なら感度を上げる 

 

6ポイント目はかなり高難易度。MA波形を見ながらの確

認が必要となる場合がある。 

 

キーを押し 6 ポイント目として入力する 

 

 

 

ピークエコーを 80％になるように感度が調整され、DAC
エコー項目は 5 から 6 に変化します。5 ポイント目
と直線で結ばれます 
 

70.0°：W= 62.5/cos70° -1.5 = 181.0mm 
69.7°：W=62.5/cos69.7°-1.5 = 178.6mm 
になるはずだが、いつも少し短めに表示される 

 

 

 

（MA 線のない状態での波形） 

 

以上で DAC ポイントはすべて入力 

 

＊この修正を忘れやすいので注意！＊ 

ビーム路程は、DAC 作成が終わったら J フランクもしく

はフランクに戻す必要があります 

6 ポイント目  (5/4S) 
Wa = 181mm 
 Y= 172mm 
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設定 1  USM35X-DAC 固有のお約束事 

 

① ビーム路程の検出方式を J フランクまたはフランクに

戻す 

 

② A スコープ表示は、特段の必要がなければ、MA か

ら標準に戻す 

 

 

JDAC 

 

③ 左側のゲインダイヤルで感度を戻す 

（H 線を 80％高さに） 

 

DAC ＞ の右側のキー を押し区分線 > を表示 

 

 

 

JDAC 

 

④ 区分線として L 線を選択する必要があります 

 

＊そうしないと USM35 は、H 線以下のエコーを認識

できないため、ビーム路程などの数値表示が一切され

ません 
 

 

 

JDAC 

 

区分線選択は必ず L に変更 

そうしないとビーム路程は若干大きめに計算されるし、 

 

ゲート内の最大エコー高さのエコーをターゲットとしてし

まうため、意図しないエコーのビーム路程やエコー高さ

が表示される可能性がある 

 

H 線が太く 
表示される 

L 線が太く 
表示される 
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基本画面確認  

基本画面に戻して、測定範囲などを確認 

L 線が太く表示されているかも再確認 

 

 

以上で USM35X DAC 固有のお約束事は終了 

 

 

斜角条件の再確認 

 

 

 

 

必要があればスキップ表示 （非常に便利） 

入射点 ＞の右側のキー を押しスキップ > を表示

し、バックを選択 

 

直射、一回反射、1.5 スキップの領域をバックカラーを変

えて表示するので、探傷時の負担が軽減される 

 

基本画面 — H 線を 80%以上にするには 

 

現在は、上欄の図のようにH線が80％より若干下になっ

ていても、「仕様」として容認されているようですが、将

来、80H%未満は失格と判定すると変更されるようなこと

がもしあれば、H線が80％を超える感度に修正してその

感度を基準感度に変更する。 

 

*USM35X DAC は DAC 線と感度が連動しているので
探傷の結果には影響はないのだが・・・。 
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USM35X-DAC 固有のお約束事の確認と設定 

① 基準感度  H線 80％の感度に戻す ② 区分線機能を表示 ③ 区分線を初期値 H から L に変更 

   

④ ビーム路程がピークのままなので ④ ｊフランクに戻します ⑤ ゲート位置を探傷に適切に設定 

   

⑥ 表示値の確認   

① DAC ポイントの入力が終わったら、H 線 80％に感度を下げる 

② DAC >の表示であれば キーで区分線 >を表示 

③ 区分線として L 検出レベルを選択 

④ ビーム路程読取りをピークから j フランクもしくはフランクに戻す 

⑤ a ゲートを試験体探傷用に設定（起点・幅・しきい値） 

⑥ W、Y、D、HadB を表示させる 

 
 

スキップごとに波形色や背景色を変えて表示させるためにはX-VALU(入射点)表示横の キーを2

度押してスキップ（COLOR）機能を表示させ右ロータリーノブで表示方法を選択。この機能を使

用するためには板厚(THICKNE)機能に探傷材の厚さの入力が必要があります 
 

斜角メニューで 入射点 > の キーを 2 度押してスキップ機能を表示させ、スキップ機能を選択することも可能  
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3-4. 作成した DAC 線の削除 

UT レベル 2 実技の 3 番目の課題（曲率試験体）用の DAC 線を作成するためにはRB-41 で作
成した DAC 線を削除する必要があります。削除には R タイプとは異なり、DAC ポイントを
全削除する必要があります。これは Krautkramer 探傷器に共通な仕様です。 

 

 

 

T 継手探傷用 RB41 エコー高さ区分線があ

る状態では RB42 での新規のエコー高さ区

分線の作成は出来ない 

 

まず、入力済みの DAC ポイントを全削除

しないと新規 DAC 線の作成はできない。 
 
これは USM35X シリーズの仕様 

 

メニューレベル2のJDACを キーで選

択して JDAC 機能グループを開く 
 
 

 

キーで DAC エコを選択 

右ロータリーノブを時計回転方向にクリック 

 

 

*半時計回転だと最後の 1 ポイントのみの限定削除 
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LED 左下部に全ポイント削除？と表示される 

削除するには DAC エコ表示の右側の

キーをクリック 

 

 

 

DAC ポイントの全削除が実行されます 

 

 

 

ポイント数は 0 になり、DAC もオフになる 

この状態で新規のエコー高さ区分線作成が

可能となる。 

 

区分線 >が表示されている状態であれば、

右側の キーを押し、 

表示を DAC >に変更 

 

 

DAC >を選択し、オフから DAC に変更 

 

 

 

DAC がオフ → DAC に変更されると、

RB-42を使用する新しいDAC線の作成を開

始できるようになる 
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3-5. RB-42 エコー区分線（DAC 線）の新規作成 
RB42 試験片 

 
曲率半径 300mm、板厚 19mm であり、φ3mm の横穴が加工された試験体。断面だけ見れば

RB41 と肉厚が異なるだけであるが、曲率があり、探触子を軸方向に正確に保持したまま走査す

る必要があり、3 ポイントを正確にとるには一定の練習が必要。 

 

 

 

手順は同じだが曲率に注意 

新規作成の手順自体はRB-41 の場合と同様 
 
ただ RB-42 は曲率があるので、探触子をしっ

かりと保持しないと、ぐらぐらして確定 キ

ーを押すまでに探触子がぐらついてエコー高

さが下がってしまうので注意 
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RB-42 DAC1 ポイント目の入力 

 
  

 

70°の場合 Wa26.3mm 

 

横穴から水平距離約 26mm の位置にグリセリン 

1 ポイント目のピークを取り、確定 キー 

*ビーム路程がピークに設定されていないとエラー表示 

 

1 ポイント目は最も重要 

 

 

 

ピークエコーが 80％±0.3dB になるように感度が調整され、

DAC エコ項目は 0 から 1 に変化し、1 ポイント目までの水

平線が描画されます 
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RB-42 DAC2 ポイント目の入力 

 

 

70°の場合、Wa81.8mm 

 

横穴から水平距離約 82mm の位置にグリセリン 

2 ポイント目のピークを取り、確定 キー 

 

 

 

ピークエコーが 80％±0.3dB になるように感度が調整され、

DAC エコ項目は 1 から 2 に変化し、2 ポイント目までを結

ぶ直線が描画されます 
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RB-42 DAC3 ポイント目の入力 

 

 

70°の場合、Wa137.4mm 

 

横穴から水平距離約 137mm の位置にグリセリン 

3 ポイント目のピークを取り、確定 キー 

 

 

 

ピークエコーが 80％±0.3dB になるように感度が調整され、

DAC エコ項目は 1 から 2 に変化し、2 ポイント目までを結

ぶ直線が描画されます 
 

 

DAC ポイントの入力は終了です 

DAC ポイント入力後に必要な処置 

 

 

ビーム路程をピークから J フランクに戻します 

 

 

 

A スコープの表示を MA から標準に戻します 

感度を下げ、第一 DAC ポイント入力後の感度（H 線が画面

80％位置）に感度を下げます。 

 

斜角条件の確認 

 

屈折角、入射点、板厚などの設定を確認 

 

（実技試験では RA 表示をさせないので入射点は無理に入力

する必要はないかもしれない） 
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表示値機能グループ設定を確認 
 
○○線+○dB 機能を使用するのであれば空いている表示位

置 4 に Ha dB を設定。 
ただし、L線とのdB差で表示されますので、M線との差であれ

ば-6dB、H 線との差であれば-12dB します 
左図では、ha10.2 と表示されています。M 線+の表現が必要

ですので、10.2-6＝4.2。 したがって M 線+4.2dB です。 

 

 
探傷を開始 
 
 
 
 
*T継手の時と同じようにスキップ表示にすると直射、一回反射の領域が一

目瞭然となり、判断しやすいので推奨 

注意： 
 DAC 線作成時は一番最初に記録するエコーを基準エコーとして認識し、この時の感度が基準感度となります。

基準エコーが記録されると画面右下に R マークが表示されます。 
 画面右下部に表示されるＰマークは、ビーム路程測定モードがピークに設定されていることを表します。Ｊ

マークはＪしきい値です。 
 同様に＊マークはフリーズ中を、また！マークは通信中を表します 

 
 
  

M 線+4.2dB 



設定及びメモリーのクリアと実技試験用設定手順 
USM35X DAC Rom: V01.10.70 06-Dec-2007 
Page 28 / 29 

 

 

信明ゼネラル | 

〒105-0004 東京都港区新橋 6-12-6 
Tel:03-3578-1351  Fax:03-3578-1354 

 
斜角探傷試験体（T 継手溶接部）探傷を実施 

板厚 25mm の T 継手溶接部の探傷を測定範囲 200mm で実施し、直射・一回反射法で必要なデー

タ採取を行う。（時間 40 分間） 

 
 

 
試験課題は、板厚 25mm、L 検出レベルであるので下表できずの分類と判定を行う 
領域 領域ⅡとⅢ 領域Ⅳ 

試験会場で配布される 
試験指示書に従い 
合否の判定を行う 

板厚 18mm を超え 
60mm 以下 

18mm を超え 
60mm 以下 

1 類 ｔ/3 ( 8.3mm)以下 ｔ/4 ( 6.2mm)以下 

2 類 ｔ/2 (12.5mm)以下 ｔ/3 ( 8.3mm)以下 

3 類 ｔ (25mm) 以下 ｔ/2 (12.5mm)以下 

4 類 3 類を超えるもの 
 
  

Xhmax Yp ± k

直射 線 + dB

一回反射 線 + dB

答え 線 + dB

直射 線 + dB

一回反射 線 + dB

答え 線 + dB

入射点

dB度mmm/sµs

合否
判定

探傷器名 試験体番号 探触子製造番号
0点の値 音速値

探傷器調整後の表示 探傷感度
(RB-41、H線）

STB屈折角

きず
指示長さ

(mm)
XE-XSs

きずの端 (mm)

領域 差

エコー高さの領域
と区分線の差

きずの
分類

探触子
きず距離

y

基準面
きず距離 深さ

d
始端
XS

終端
XE

きずの横断面位置 (mm)

Ⅰ

Ⅱ

きず
番号

ビーム
路程

WF(mm)

探触子位置 (mm)

最大エコーが得られた時の
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斜角探傷試験体（曲面材溶接部）の探傷を実施 
手順 1 

Y0.5S、Y1.0S 位置にマーク。W0.5S、W1.0S のビーム路程を欄外にメモ。 
曲面材溶接部の探傷を開始するが、黒皮模擬状態で曲面なので探触子の直角保持に注意しなが

ら 2 か所のきずを探すが、一回反射エリアでは最低でも 12dB 以上感度を高めて探傷する必要が

ある。また、エコーを検出した場合必ず y1 表示で定規をあて、溶接部か妨害エコーか識別する

必要があります。（曲面材端部や裏当て仮止めに注意） 
 
手順 2 

検出したエコーのｙ、ｄを確認して溶接部のきずであれば探触子走査でピーク点を求め Yp を
定規で測り、Wf、Y、 

 
 

 
 
 

Xhmax Yp ± k

直射 線 + dB

一回反射 線 + dB

答え 線 + dB

直射 線 + dB

一回反射 線 + dB

答え 線 + dB

領域 差

Ⅰ

Ⅱ

探触子位置 (mm) 探触子
きず距離

y

基準面
きず距離 深さ

d
始端
XS

終端
XE

きず
番号

最大エコーが得られた時の きずの横断面位置 (mm) きずの端 (mm)
きず

指示長さ
(mm)

XE-XSs

エコー高さの領域
と区分線の差

きずの
分類

合否
判定

ビーム
路程

WF(mm)
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